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天野先生に感謝

田中  良宣

天野明弘先生が2010年春にご逝去され、早1年

半が過ぎようとしています。小生の干支と同じ戌

年で一回り上の76歳、お元気に第一線で学究生活

を送られ、また総合政策学部の創設にリーダーと

して活躍されてきましたことを考えますと残念で

たまりません。

追悼記念号発刊にあたり天野先生の思い出を記

し、生前を思い出し、お世話になったことを感謝

いたします。

小生が天野先生に最初にお目にかかったのは、

総合政策学部が創設される2年ほど前の1993年頃

に、初代の学部長として関西学院大学に赴任さ

れることが決まった直後のことです。当時小生は

人事課長をしており赴任手続き等の説明のため、

遠藤惣一副学長に同行し神戸大学に伺った時で

す。神戸大学経営学部の応接室に通され天野先生

を待っていますと物静かな学究タイプのジェント

ルマンの先生が入って来られ、お話しにも的確に

対応され、神戸高等商業の良き伝統がこのような

ジェントルマンを育てているのかと思いました。

阪神淡路大震災があった1995年4月には神戸三

田キャンパスが開所され、そこに総合政策学部が

開設され、初代総合政策学部長として天野先生が

就任されました。ご自身も大震災にあわれながら

も、開設前から安保則夫先生（2代目学部長）らと

共に総合政策学部開設準備委員会の中心メンバー

として活躍され、関西学院大学にとって30有余年

ぶりの新学部の設置にこぎ着けられました。天野

先生の4年間の学部長時代、小生は学長室に勤務

しており、大学評議会、学部長会等の大学の会議

でよくお目にかかりました。当時学長の柚木学先

生や学長補佐の井上琢智先生（現学長）らとよく談

笑され、総合政策学部が教職員と学生諸君が一体

となって教育活動に励んでおられる様子をお聞き

し、羨ましく思うとともに関西学院にもうひとつ

新しい伝統が生まれているように思われました。

印象に残っていますのは、従来にない入試形態

で入学生を確保し、新しい発想のカリキュラムを

取り入れ、特にALE（外国人常勤講師）が行う英語

教育が非常に成果をあげているとのことでした。

加えて元国連職員の田島幹雄先生をはじめ海外生

活を長く経験された方が多く、英語運用能力のみ

ならず、アメリカ的な風土で培われた積極性・自

立性に感化された学生諸君が多く育っており、授

業が活発に展開されているとのことでした。

また、KSC大学祭の実行において、関学OB・

OGが組織している三田市内のKGサポートクラブ

の模擬店出店や地元の環境を学ぶ会の発表場所提

供の件です。従来から大学祭は学生の大学祭実行

委員会がすべてを取り仕切り、学生の自治活動の

一環として行われてきました。しかし、地域との

交流を図るため外部団体の参加等、もう少し幅を

広げたKSC大学祭の開催をめぐっての議論でした。

小生の個人的なことですが、当時ボストン大

学大学院在学中の子供の進路先等について相談に

乗ってもらっており、結果的には1999年4月開設

の総合政策研究科に進学することになりました。

その2ヶ月後に小生はKSC事務室勤務となり、天

野先生や当時の安保総合政策学部長とリサーチ・

コンソーシアム、21世紀関西市民フォーラム、そ

して環境問題の共同研究の運営等について一緒に

仕事をさせて頂き、天野先生の高い見識と先見性

をお聞きし感服するとともに小生にとって非常に

良い時を過ごさせて頂きました。

その後、関西学院111周年の2000年にKSCラン

バス記念礼拝堂の建設計画に一緒に携わり、様々

なアイデアを出されました。天野先生はキリス

ト教にも造詣が深く、キリスト教主義の関西学院

になじむように努力されていることを伺い知るこ
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とが出来ました。また、式典等の行事で同席しま

すと、賛美歌では張りのある声を上げ堂々と歌わ

れ、さすが神戸大学グリークラブのOBと感服し

たこともありました。

2004年夏に関西学院大学の学長をされた小寺武

四郎経済学部名誉教授の告別式に参列しました

時、天野先生と同席させて頂き、小寺先生の思

い出話をしました。小生から、「私が関西学院に

就任した1969年4月は大学紛争の真最中で、大学

も約半年間ロックアウトされていました。その

状況を打開すべく5月に小寺学長代行が『学長代行

提案』を出され、6月9日の改革結集集会（王子公園

陸上競技場）を推し進め、学内正常化のリーダー

として活躍されていた頃の印象が一番強く残って

います。」と話していますと、天野先生は、「私は、

神戸大学大学院生時代に関学の大学院生ととも

に、六甲にあります小寺先生の自宅で大学院の講

義をよく聞く機会があり、昔から公私ともお世話

になりました。」と話されました。研究者は大学の

枠を飛び越え様々な交流があることを思いつつ、

天野先生が関西学院大学で30有余年来念願の新設

学部である総合政策学部学部長に就任されたのも

何かの良き巡り合わせと思いました。

最後になりましたが、関西学院大学での天野先

生の多大なご功績に感謝しますとともにご冥福を

お祈り致します。

田中良宣（たなか　よしのぶ　関西学院大学神戸
三田キャンパス事務室長）


